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一般運動用マットのＳＧ基準 

SG Standard for Mat for Physical Training 

 

 

 

１ 基準の目的 

 この基準は、一般運動用マットの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必

要事項について定め、一般消費者の生命又は身体に対する被害の発生の防止を図ることを

目的とする。 

 

２ 適用範囲 

 この基準は、主として屋内体育施設で体育運動に使用する一般運動用マット（以下「マ

ット」という。）について適用する。 

 

３ 安全性品質 

マットの安全性品質は、次のとおりとする。 

 

項   目 基 準 基 準 確 認 方 法  

1. 外観及び構造 1. マットの外観及び構造は、次のとお

りとする。 

 

  (1) 仕上げは良好で、使用上支障のあ

る変形、しわ等がないこと。 

1.(1) 目視及び触感により確認すること。 

  (2) 着地面は水平、かつ、平たんであ

ること。 

 (2) 水平、平たんな床面に置き、目視及び触感

により確認すること。 

  (3) 外被で覆われているものにあっ

ては、内部構造材の芯がずれていな

いこと。 

 (3) 目視及び触感により確認すること。 

  (4) へりは、直角になっていること。  (4) 目視及び触感により確認すること。 

  (5) 取っ手が取り付けられているも

のにあっては、確実に取り付けられ

ていること。 

 

 (5) 目視及び触感により確認すること。 
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2. 摩 擦 係 数  2. 着地面の摩擦係数は、0.25 以上であ

ること。 

2. 図 1に示すように、マットを二重に折り曲げ、

マットの着地面がステンレス鋼板に接するよ

うに置く。次に、マットの中央部上面に質量

15kg の重錘を載せ、マットの折り曲げ箇所に

約 50mm 角の木製の棒を通し、図１に示す様に

棒の両端に紐を掛け、棒に対して直角方向に

荷重計を介して水平に静かに引っ張ったと

き、滑り始める力(F)を 3回測定し、その数値

の平均値をもって式 1 により摩擦係数を算出

し確認すること。ただし、ステンレス鋼板は水

平に設置され、厚さ 2mm 以上で、表面は平滑で

あること。 

 

         Ｆ 

    μ＝―――・・・・・・（式 1） 

       Ｗ 

  ここで、μ：摩擦係数 

Ｆ：滑り始める力の平均値(N) 

Ｗ：重錘、マット及び木製の棒の合計

質量（kg）×重力加速度

（9.8m/s

2

）（N） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 着地面の摩擦抵抗試験 
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3. 弾    性 

 

3. マットの弾性は、次のとおりとする。 

マットの着地面に 196N の力を加えた

とき、押し込みの深さは10mm以上20mm

以下であること。 

3. 図 2 に示すように、マットの着地面のとじ部

分ではない位置に、直径 100mm、質量 2kg の鋼

製当て板を載せ 1 分間保持し安定させる。こ

の状態を基準として、さらに 196N の力を加え

5 分間保持し安定させた後、押し込み深さをス

ケールにより測定すること。 

 なお、測定は図 2 に示す 3 箇所の測定点（P
1
，

P
2
，P

3
）に対してそれぞれ行うこと。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 着地面の弾性試験 
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４ 表示及び取扱説明書 

マットの表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項   目 基 準 基 準 確 認 方 法  

1. 表   示 1. 製品には、見やすい箇所に容易に消えな

い方法で、次の事項を表示すること。 

1. 目視及び触感により確認すること。 

 (1) 申請者（製造業者、輸入業者等）の名

称又はその略号 

 

 (2) 製造年月若しくは輸入年月又はその

略号 

 

2. 取扱説明書 2. 製品には次に示す趣旨の取扱上の注意

事項を明示した取扱説明書を添付するこ

と。ただし、その製品に該当しない注意

事項については明示しなくてもよい。 

 なお、必要に応じて、一般消費者が容

易に理解できるよう図で明示すること。 

2. 専門用語等が使用されず、一般消費者が容

易に理解できるものであるかを確認するこ

と。 

 (1) 管理者を定め、設置・移動・使用・点

検等の際に注意・指導を行い、安全に取

り扱うこと。 

 

 (2) 取扱説明書は必ず読み、読んだあと保

管すること。 

 

 (3) 使用上の注意  

 (a) マットは、使用する床面に異状がない

ことを確認してから正しく敷くこと。 

 

 (b) マットを敷き、マットの各部に、使用

上支障のある異状がないことを確認し

てから使用すること。 

 

 (c) 取っ手が取り付けられているものに

あっては、使用時の状態にすること。 

 

 (4) 移動する際の注意 

 マットを運搬する場合には、マットの

重量を十分に保持することができるよう

に、持つ位置及び持つ人数を適正に選択

すること。 
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 (5) 保管上の注意  

 (a) マットを保管する場合には、無

理に折り曲げたりせずにできるか

ぎりマットの品質を損なわないよ

うな保管方法に心掛けること。ま

た、衛生面においてもよく留意し、

湿気等は避けること。 

 

 (b) マットに鋭利なものが触れない

ように注意を払うこと。 

 

 (6) 安全点検は、表 1 にしたがって行う

こと。また、必要に応じて修理を行

うこと。 

 

 (7) 製造業者、輸入業者又は販売業者

の名称、住所及び電話番号 

 

 

  

表 1 

 

点検箇所 点  検  内  容 定期点検時期 

(a) 着地面 変形、しわ等がないかを確認する。 3 か月ごと 

(b) へり 著しい変形、めくれ等がないかを確認する。 3 か月ごと 

(c) 外被 破れ、き裂、汚れ、摩耗等がないかを確認する。 3 か月ごと 

(d) とじ 破損、ほつれ、ゆるみ等がないかを確認する。 3 か月ごと 

(e) 取っ手 破損や著しい変形がないかを確認する。 3 か月ごと 

(f) 内部構造材 芯のずれ、破損、へたり等の内部構造の異状がない

かを確認する。 

3 か月ごと 

※定期点検は定期的に実施し、点検記録を残すこと。 

※上記の点検内容にもとづいて日常点検を行うこと。 

※異状が確認された場合は直ちに使用を中止して、製造者や販売者等にすみやかに連絡を

とり、修理または交換等の適切な処置を行うこと。 
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参考図 各部の名称 
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一般運動用マットの解説 

 

１ 適用範囲 

マットは、競技用に使用するものと、幼児体育、学校体育、社会体育などにおいて使用

するものとがある。 

この基準では一般運動用として、主として屋内体育施設で体育運動に使用するものにつ

いて規定したので、基準名称を一般運動用マットとした。1990 年制定当時の日本工業規

格 JIS S7023（一般運動用マット）（1985 年 8 月制定、1992 年 3月廃止）を参考に規定

した。 

 

２ 安全性品質 

基準 3.1.(2) 着地面は、着地動作の安全性をはかるために、水平かつ平たんであること

とした。 

基準 3.1.(3) マットは、外被で覆われたものが主流であるが、近年では、一体成型

等による外被で覆われていないタイプのものもわずかではあるが流通

し始めている。 

 また、外被で覆われたマットの多くは、とじ

・ ・

によってとじられている。

とじ

・ ・

とは、キルティングのことであり、とじ

・ ・

には連続したとじ

・ ・

方法であ

る連続とじ

・ ・

と、単一に連続していない点とじ

・ ・

がある。現在ではほんど連

続とじ

・ ・

によるものであるが、若干点とじ

・ ・

も用いられている。従来、外被

で覆われているマットは、とじ

・ ・

でとじられることによって外被及び内部

構造材の芯がずれないように処理されているのである。しかし、この

とじ

・ ・

による処理が悪ければ内部構造材の芯のずれを生じさせてしまう。

さらに、とじ

・ ・

等の処理を伴わない製品や、そうした処理を必要としない

製品の流通を鑑み、着地面の品質の均一性を確保するという目的から内

部構造材の芯がずれていないこととした。 

基準 3.1.(4) へりは、マットを使用する際に複数のマットを敷き並べることがある

ため、直角になっていることとした。 

基準 3.1.(5) 取っ手は、運搬、移動等の便のために取り付けられているため、確実

に取り付けられていることとした。 

基準 3.2   摩擦係数試験の再現性及び簡便性を重視する立場から、ステンレス鋼

板を用いている。 

 なお、裏面の摩擦係数は、マットの着地面と裏面がほとんど同一の材

料を使用しているか、若しくは裏面に摩擦係数を高くするような処理を

施してあるため、ここでは特に規定しなかった。 
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基準 3.3   マットの弾性試験は、1990 年制定当時に行った静荷重試験による試験

結果と、当時の JIS S7023 の衝撃吸収試験によるところの着地面の沈み

深さ（20mm～40mm）との相関関係をもとに 10mm 以上 20mm 以下とした。 

 なお、ここで静荷重試験を用いたのは、試験方法の簡便さを考慮した

ためである。 

以 上 

 


